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文部科学省「課題解決型高度医療要請プログラム」多職種連携医療専門職養成プログラム（通称 CoMSEP）

の一つとして、筑波大学と茨城県立医療大学との交流ワークショップを行いました。この交流ワークシ

ョップは、学部教育の中にチーム医療を行い、他の職種を目指す学生がどのような教育をしているかを

実際に触れてみるというコンセプトの元、計画されました。交流ワークショップは、筑波大学 医療科学

類の 3 年生 36 名、茨城県立医療大学 診療放射線学科の 3 年生 40 名、理学療法学科の 3 年生 42 名が参

加しました。日程は、2015 年 2 月 26, 27 日と 3 月 2, 3 日の 4 日間で、下記に示す工程にて交流ワークシ

ョップを行いました。 

 
交流ワークショップの日程 

 
    PT：42 名、RT：40 名 

       MT-A（筑波大 A グループ）：17 名 

       MT-B（筑波大 B グループ）：17 名 

 
交流ワークショップのスケジュール（2 月 26 日 茨城県立医療大で実施） 

 
 

参加した学生達は、同学年であるのですぐに打ち解けていました。特にグループワークは、チーム医療

をコンセプトにそれぞれの専門分野を目指す学生の意見として挙げられていました。学生は、普段学ぶ

ことのない講義に新鮮で、とても熱心に聞いており、交流ワークショップを通じて良い刺激になったよ

うに思います。 
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交流ワークショップの動画は、CoMSEP のホーム

ページにアップしてありますので、ご興味のある

方は是非ご覧ください。 
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2015 年 3 月 30 日 

アイスブレイク風景 グループワーク交流会 

医療科学類 プログラム 
「血液データについて知ろう！」 

 

診療放射線学科 プログラム風景 

「腹部超音波検査を体験してみよう！」 

 

理学療法学科 プログラム風景 

「呼吸筋力を測定してみよう！ 
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